
一
は
じ
め
に

ト
ウ
ゴ
ク
オ
ハ
ヤ
シ

『
東
谷
御
林
人
参
一
巻
』
（
以
下
『
一
巻
』
と
略
記
）
は
江
戸
時
代
の
中
頃
、
尾
張
藩
に
お
い
て
朝
鮮
人
参
を
大
規
模
に
栽
培
し
た
時
、
人
参
掛

（
２
）

役
人
が
メ
モ
と
し
て
作
っ
た
実
践
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
古
文
書
の
由
来
と
内
容
に
つ
い
て
は
既
に
報
告
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
栽
培
の
指
導

者
松
平
君
山
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二
栽
培
の
行
わ
れ
た
時
代

尾
張
藩
に
お
け
る
人
参
栽
培
の
開
始
は
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
で
あ
る
か
ら
、
栽
培
に
よ
る
人
参
国
産
は
既
に
成
功
し
、
幕
府
は
人

（
３
）

参
の
製
造
販
売
を
官
営
と
し
、
増
産
を
計
画
し
て
人
参
の
生
根
や
果
実
を
民
間
か
ら
買
上
げ
て
い
る
頃
で
あ
っ
た
。
栽
培
に
関
す
る
指
導
書
に

（
５
）

は
田
村
藍
水
の
『
人
参
耕
作
記
』
が
あ
り
、
平
賀
源
内
の
「
人
参
培
養
之
法
」
も
公
刊
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
君
山
は
自
邸
の
植
物
園
に
お
い
て

（
６
）

人
参
の
見
本
を
栽
培
し
、
生
薬
を
製
し
て
藩
主
に
献
上
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
君
山
が
栽
培
に
着
手
し
た
時
に
は
、
本
草
学
的
研
究
の
う
え

か
ら
も
、
君
山
自
身
の
経
験
か
ら
し
て
も
、
人
参
生
産
の
見
通
し
は
明
る
い
よ
う
に
み
え
て
い
た
。

（
１
）

『
東
谷
御
林
人
参
一
巻
』
と
松
平
君
山

繩
稚
奉
樫
檸
韓
蓋
壁
一
再
準
尋
鋸
昭
和
五
十
八
年
七
月
十
三
日
受
付

安
江
政
一
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栽
培
の
行
わ
れ
た
入
尾
村
は
東
谷
山
の
麓
で
、
尾
張
藩
の
初
代
藩
主
義
直
の
墓
所
、
定
光
寺
に
近
い
所
で
あ
る
。
君
山
は
人
参
栽
培
決
定
の

後
、
蒔
付
場
の
選
定
に
は
立
合
わ
ず
、
御
林
奉
行
所
の
役
人
が
東
谷
山
の
藩
有
林
の
中
に
六
ヶ
所
を
見
立
て
て
開
墾
し
、
花
壇
状
の
植
場
を
作

（
７
）

っ
た
。
君
山
は
宝
暦
十
三
年
夏
、
四
万
粒
の
人
参
実
を
蒔
き
終
っ
た
時
、
初
め
て
植
場
を
視
察
し
て
い
る
。

第
二
年
目
の
宝
暦
十
四
年
は
明
和
と
改
元
さ
れ
た
。
こ
の
年
、
新
た
に
六
ヶ
所
を
開
墾
し
て
三
万
五
千
粒
の
実
を
蒔
い
た
。
こ
の
年
は
発
芽

に
つ
い
て
の
記
録
が
な
い
。
第
三
年
目
、
明
和
二
年
に
な
っ
て
初
め
て
発
芽
の
状
況
が
そ
の
率
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
未
年
（
宝
暦
十
三

年
）
蒔
、
申
年
（
同
十
四
年
）
生
え
、
酉
年
（
明
和
二
年
）
芽
出
し
一
分
六
厘
。
申
年
蒔
、
酉
年
生
え
四
分
通
と
あ
る
が
、
実
際
の
本
数
は
書
い

て
い
な
い
。
発
芽
率
の
計
算
は
一
果
実
一
本
と
し
て
い
る
か
ら
、
逆
算
す
る
と
宝
暦
十
三
年
蒔
は
六
千
四
百
本
、
同
十
四
年
蒔
は
一
万
四
千
本

と
な
り
、
合
計
二
万
本
で
、
苗
の
収
量
は
一
応
満
足
す
べ
き
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
お
果
実
に
は
種
子
一
個
の
も
の
と
二
個
の
も
の
が
あ
り
、

（
８
）

大
小
に
よ
っ
て
容
易
に
区
別
で
き
る
が
、
君
山
は
こ
こ
で
は
注
意
し
て
い
な
い
。

第
四
年
目
、
明
和
三
年
の
集
計
で
は
人
参
総
数
は
四
千
本
余
に
減
少
し
た
。
初
生
苗
の
露
地
に
お
け
る
越
冬
は
む
ず
か
し
か
っ
た
。
植
村
左

（
９
）

平
次
は
人
参
寒
養
御
用
と
し
て
何
回
も
日
光
に
趣
い
て
こ
の
困
難
を
克
服
し
た
。
人
参
栽
培
の
難
関
は
、
種
子
か
ら
苗
を
作
る
こ
と
、
第
一
回

の
越
冬
の
二
点
で
あ
っ
た
。
苗
作
り
の
こ
と
は
文
言
に
な
っ
て
い
た
が
、
寒
養
い
の
こ
と
は
ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
土
質
を
選

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
水
は
け
が
よ
く
て
乾
き
に
く
い
と
い
う
土
の
条
件
は
腐
植
質
を
多
く
す
る
こ
と
で
満
た
さ
れ
る

の
で
あ
り
、
人
参
栽
培
の
秘
訣
は
土
作
り
に
あ
っ
た
。
こ
の
土
の
性
質
と
越
冬
と
は
関
係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

「
一
巻
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
君
山
は
日
覆
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
が
、
土
に
関
し
て
は
全
く
無
関
心
で
あ
っ
た
。
明
和
五
年
春
に
は
人
参

の
株
数
は
八
百
に
減
少
し
た
の
で
、
土
質
不
適
と
判
断
し
て
栽
培
を
中
止
し
、
そ
の
秋
全
部
名
古
屋
の
薬
園
に
移
し
た
。
秋
に
掘
っ
た
時
の
総

数
は
二
百
余
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
君
山
の
指
導
に
よ
る
人
参
の
栽
培
は
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
な
く
中
止
と
な
っ
た
。

三
栽
培
の
経
過
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君
山
は
尾
張
藩
に
お
け
る
最
高
の
学
者
で
あ
ろ
う
。
『
士
林
折
泗
』
、
『
張
州
府
志
』
な
ど
重
要
な
藩
撰
の
記
録
を
完
成
し
た
ほ
か
多
数
の
著

作
が
あ
り
、
詩
人
と
し
て
も
名
高
く
、
多
く
の
漢
詩
を
残
し
て
い
る
。
『
張
州
府
志
』
に
は
土
産
の
項
が
あ
っ
て
本
草
学
的
な
部
分
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
智
多
郡
の
土
産
の
部
に
多
数
の
貝
類
が
図
説
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
編
に
は
本
草
学
的
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

こ
の
当
時
に
は
、
全
国
各
地
で
地
誌
が
書
か
れ
、
そ
の
中
に
は
産
物
の
項
が
設
け
ら
れ
、
本
草
学
的
記
事
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
尾
張
藩
で
も

（
蛆
）
（
Ⅱ
）

同
様
で
、
『
張
州
府
志
』
に
少
し
お
く
れ
て
内
藤
東
甫
が
『
張
州
雑
志
』
を
著
し
た
。
こ
の
中
に
は
植
物
の
彩
色
写
生
図
が
多
数
あ
っ
て
質
、

量
共
に
君
山
を
越
え
て
い
る
。

（
蛇
）
（
過
）

吉
川
は
君
山
を
尾
張
本
草
学
の
一
派
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
明
治
前
日
本
生
物
学
史
に
は
君
山
を
本
草
学
者
と
し
て
、
そ
の
経
歴
は
か
な

り
く
わ
し
く
記
し
て
い
る
が
、
本
草
学
的
業
績
は
少
な
く
、
君
山
と
秀
雲
を
別
人
と
し
て
扱
い
、
山
岡
恭
安
を
君
山
の
門
人
と
す
る
な
ど
の
誤

（
皿
）

が
あ
る
。
狩
野
の
君
山
略
伝
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一
‐
君
山
害
に
於
て
窺
わ
ざ
る
な
く
、
然
も
博
覧
強
記
、
目
一
た
び
過
れ
ば
終
生
忘
れ
ず
。
凡
そ
諸
子
百
家
よ
り
稗
史
野
乗
、
本
草
の
学
に
至

る
迄
通
ぜ
ざ
る
な
し
」
。
ま
た
「
君
山
最
も
物
産
を
好
み
、
山
沢
を
歴
遊
す
る
毎
、
嘉
卉
異
常
な
る
も
の
に
値
へ
ぱ
採
り
て
之
を
収
め
家
園
に

移
し
置
き
て
朝
夕
之
を
玩
ぶ
。
諸
を
歴
代
本
草
に
徴
し
て
名
実
相
副
ふ
を
待
ち
て
後
已
む
也
。
好
事
の
奇
品
を
得
て
名
を
知
ら
ざ
れ
ぱ
則
ち
君

こ
れ
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
君
山
は
儒
学
者
の
教
養
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
学
問
を
修
め
た
博
学
多
識
の
人
で
あ
っ
た
。
本
草
学
も
専
門
家
と
し

て
で
は
な
く
、
学
者
の
教
養
と
し
て
修
め
た
の
で
あ
り
、
野
外
の
珍
草
奇
木
を
集
め
て
植
え
て
い
た
の
は
文
人
の
趣
味
の
一
端
で
あ
っ
た
。
こ

の
書
に
も
、
そ
の
他
の
伝
記
に
も
君
山
の
人
参
栽
培
に
つ
い
て
は
記
し
て
な
い
。
そ
れ
故
こ
の
『
一
巻
』
は
新
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

（
巧
）

名
古
屋
市
史
の
学
芸
編
で
は
本
草
学
部
に
お
い
て
、
君
山
を
山
岡
恭
安
、
杉
山
維
敬
と
並
。
へ
て
同
格
に
扱
っ
て
い
る
。
市
役
所
編
集
の
名
古

（
恥
）

屋
市
史
人
物
編
に
お
い
て
は
、
君
山
は
医
学
、
本
草
学
の
部
に
は
加
え
ず
、
儒
学
、
漢
詩
の
部
に
編
入
し
て
あ
る
。
彼
は
儒
者
と
し
て
藩
に
仕

山
に
就
て
正
せ
り
と
ぞ
」
。

四
君
山
の
本
草
学
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五
い
わ
ゆ
る
本
草
正
調
論
争力

（
Ⅳ
）

君
山
の
本
草
学
的
著
作
は
晩
年
の
『
本
草
正
調
』
で
あ
る
。
十
二
巻
、
六
冊
か
ら
な
り
、
市
中
に
流
布
す
る
本
草
に
関
す
る
諸
説
の
誤
を
指

摘
し
て
訂
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
貝
原
益
軒
、
松
岡
恕
庵
ら
本
草
学
の
最
高
権
威
の
見
解
の
訂
正
も
含
ま
れ
て
い
る
。

本
草
学
は
も
と
も
と
中
国
に
お
い
て
、
利
用
で
き
る
天
然
物
を
用
途
、
形
状
、
存
在
場
所
な
ど
適
宜
の
仕
方
で
分
類
記
述
し
た
も
の
で
、
長

期
間
に
わ
た
っ
て
成
立
し
た
た
め
内
容
の
精
粗
に
は
大
差
を
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
を
わ
が
国
の
産
物
に
あ
て
は
め
、
新
見
解
を
盛
っ
て
実
践
の

学
と
し
た
の
は
貝
原
益
軒
で
あ
っ
た
。
二
千
種
に
近
い
漢
土
の
産
物
の
不
完
全
な
記
述
に
よ
っ
て
わ
が
国
の
産
物
に
あ
て
は
め
る
の
は
至
難
の

事
業
で
あ
り
、
細
部
で
多
く
の
く
い
違
い
を
生
ず
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
君
山
は
よ
く
野
外
で
観
察
し
て
い
た
か
ら
益
軒
、
恕
庵
の
欠
を
補

事
業
で
あ
り
、
細
部
《

う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

え
た
の
で
あ
り
、
儒
学
に
お
い
て
第
一
流
で
あ
り
、
歴
史
、
地
理
に
明
る
か
っ
た
と
し
て
も
『
一
巻
』
で
み
る
限
り
、
当
時
の
本
草
書
を
見
て

い
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
そ
の
た
め
人
参
栽
培
に
失
敗
し
て
い
る
か
ら
、
名
古
屋
市
史
人
物
編
の
評
価
は
当
っ
て
い
る
と
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

君
山
の
著
が
出
た
一
年
後
、
尾
張
の
町
医
山
岡
恭
安
は
、
君
山
の
誤
を
正
す
と
い
う
意
味
の
『
本
草
正
々
調
』
を
出
版
し
た
。
恭
安
も
門
人

に
本
草
を
講
じ
て
い
た
の
で
、
市
中
の
誤
っ
た
説
を
記
録
し
て
い
た
。
た
ま
た
ま
『
正
調
』
が
出
た
の
で
そ
れ
と
比
較
し
て
、
も
れ
て
い
る
部

（
蝿
）

分
、
意
見
の
異
な
る
部
分
を
ま
と
め
て
出
版
し
た
。
市
橋
は
こ
れ
を
論
争
と
し
て
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、
理
論
上
の
正
否
を
争
う
も
の
で
は
な

い
。
本
草
学
の
大
筋
は
肯
定
し
た
う
え
で
、
市
中
に
流
れ
て
い
る
誤
の
訂
正
と
追
加
で
あ
り
、
小
部
分
に
つ
い
て
の
異
な
る
意
見
の
発
表
に
す

ぎ
な
い
。
そ
れ
で
も
こ
の
よ
う
な
著
作
が
君
山
の
膝
元
か
ら
出
た
こ
と
は
、
君
山
の
門
弟
ら
に
は
甚
だ
不
快
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
門
人
の
一
人
、

杉
山
維
敬
は
恭
安
の
書
を
子
細
に
点
検
し
て
そ
の
誤
を
探
し
、
『
本
草
正
々
調
刊
誤
』
を
著
し
て
恭
安
に
一
矢
を
報
い
て
い
る
。
三
者
共
本
草

学
に
お
け
る
多
数
の
物
品
中
の
一
部
分
の
誤
を
指
摘
し
た
に
す
ぎ
ず
、
三
者
は
分
量
に
は
か
な
り
の
差
は
あ
る
が
、
学
問
的
レ
ベ
ル
に
は
差
は

(53）
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な
い
。
こ
れ
は
本
草
学
を
医
師
が
薬
方
書
と
し
て
用
い
る
場
合
に
お
け
る
正
誤
を
目
的
と
し
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
個
々
の
項
目

で
は
正
否
を
争
う
も
の
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
論
争
と
い
え
る
類
の
著
作
で
は
な
い
。
こ
の
頃
の
本
草
学
は
実
践
の
学
と
し
て
急
速
に
進
歩

し
て
い
た
。
君
山
と
同
じ
時
代
に
生
き
た
本
草
学
者
阿
部
将
翁
、
野
呂
元
丈
、
丹
羽
正
伯
、
植
村
左
平
次
、
松
岡
恕
庵
ら
と
君
山
を
同
列
に
並

べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
君
山
は
あ
く
ま
で
博
学
多
識
の
儒
学
者
で
あ
っ
て
本
草
学
者
で
は
な
か
っ
た
。

（
狸
）
吉
川
芳
秋
、
日
本
医
史
学
雑
誌
、
一
三
○
一
号
（
一
九
四
二
）
。

（
喝
）
日
本
学
士
院
、
明
治
前
日
本
生
物
学
史
、
第
二
巻
、
三
○
○
、
三
○
二
、
野
間
科
学
医
学
研
究
資
料
館
（
一
九
八
○
）

（
皿
）
狩
野
真
一
、
『
松
平
君
山
先
生
略
伝
」
、
六
、
一
四
（
一
九
三
四
）
。

（
妬
）
名
古
屋
市
史
、
学
芸
編
、
一
九
七
、
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
（
一
九
七
八
）
。

註

（
１
）
第
八
十
四
回
医
史
学
会
総
会
に
て
発
表
（
横
浜
、
一
九
八
三
）
。

（
２
）
安
江
政
一
、
薬
史
学
雑
誌
、
十
八
巻
、
第
二
号
。

（
３
）
今
村
鞆
『
人
参
史
』
第
三
巻
、
四
七
一
、
思
文
閣
（
一
九
七
一
％

（
４
）
田
村
藍
水
『
人
参
耕
作
記
』
、
延
享
四
年
（
一
八
四
七
）
完
成
。
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
増
捕
刻
。

（
５
）
平
賀
源
内
、
『
物
類
品
隙
」
巻
之
六
。
こ
の
付
録
の
一
部
に
「
人
参
培
養
之
法
」
が
あ
る
。

（
６
）
市
橋
鐸
、
『
松
平
君
山
考
』
二
一
、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
（
一
九
七
七
）
。

（
７
）
人
参
の
種
子
は
乾
く
と
発
芽
力
を
失
う
の
で
始
め
の
頃
は
熟
し
た
果
実
を
直
ち
に
蒔
き
つ
け
て
、
翌
年
春
ま
で
発
芽
を
待
っ
て
い
た
。

（
８
）
名
古
屋
叢
書
、
第
十
三
巻
、
九
一
・
君
山
は
『
本
草
正
調
』
の
中
の
人
参
の
項
で
、
大
粒
は
二
顎
、
小
粒
は
一
頚
と
記
し
て
い
る
。

（
９
）
今
村
鞆
『
人
参
史
』
（
前
出
）
第
四
巻
、
二
八
四
挾
込
の
表
。
な
お
佐
渡
に
お
け
る
栽
培
研
究
で
も
、
最
初
に
得
ら
れ
た
露
地
蒔
の
五
本
の
苗
は
、
そ

の
年
の
越
冬
に
際
し
て
全
滅
し
た
。
安
江
、
薬
史
学
雑
誌
、
十
七
巻
第
一
号
。

（
、
）
名
古
屋
市
史
、
人
物
編
、
一
、
三
六
九
、
名
古
屋
市
役
所
（
一
九
三
四
）
。

（
皿
）
内
藤
東
甫
、
張
州
雑
誌
、
合
本
十
二
冊
、
愛
知
県
郷
士
資
料
刊
行
会
（
一
九
七
五
）
。
原
本
九
七
、
九
八
が
産
物
で
あ
っ
て
、
見
事
な
植
物
写
生
図
が

多
数
収
め
ら
れ
て
い
る
。
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TheManuscript"Togoku-Ohayashi-Ninjin''

andtheScholarKunzanMatsudaira
（
心
ｍ
）

by

MasaiChiYASUE

Theancientmanuscriptnamed"Togoku-Ohayashi-Ninjin"isapracticalrecordofthelarge

scalecultivationofPα"α､鮒gi""哩刀EESintheOwariClaninthemiddleoftheEdoperiodfi,om

l763-1770.KunzanMatsudairadirectedthiscultivation.HewasoneofthegreatestConfilcian

scholarsintheOwariClan.Accordingtothismanuscriptthiscultivationendedinfiilure.He

wasagreatConfi,cianist,buthewasnotaherbalist.
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